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日本自動車部品工業会における地球温暖化対策の取組
～カーボンニュートラル行動計画2022年度実績報告～

2024年2月29日
一般社団法人 日本自動車部品工業会

０．昨年度審議会での評価・指摘事項と対応

１．自動車部品工業会の概要

２．「カーボンニュートラル行動計画」概要

３．2022年度の取組実績

４．低炭素/脱炭素製品・サービス等による

他部門での貢献

５．海外での削減貢献

６．革新的な技術開発・導入

７．その他の取組

産業構造審議会 自動車・自動車部品・自動車車体WG 報告資料 1/24資料5-1
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分類 ご質問 対応 ページ

評価
分析

〇次世代自動車部品向けの部品が
増えた場合、CO2削減への影響は？

国内はEV拡大による製品構成変化での影
響を予測、増減要因解析に反映。
現状では業界全体での影響判断できず。

目標
設定

○都市ガスに合成メタンやバイオメタンが
増えてくる場合目標設定の変更はあるか。

現状の46%削減も野心的な数値。
新たなエネルギー源への切替状況を把握し、
変化点を掴み判断進める。

情報
発信

〇LCAの取り組みについての外部発信に
ついてはどのように考えているか？

LCA活動内容を部工会会員だけでなく、行
政機関が発信するLCA関連勉強会にでの
講演(栃木県、青森県等）を実施。

評価
分析

〇コロナ禍やウクライナ問題による資材
不足の影響はどうか。

22年度も半導体不足やコロナ影響が残存
したが生産影響は減少傾向に反転。

活動
拡大

○今後、参加していない中小企業に
向けた取り組みが必要になる。

中小企業向けの省エネ講演会、困りごと相
談体制を新たなに開催。

CE 〇今後はサーキュラーエコノミーと脱炭素
両方の取り組みが必要となる。

2023年6月にCE検討準備チームを立上げ、
12月に実活動チームに変更し活動を強化。
CNとCEで相互に活動を共有し活動を開始。

０．昨年度審議会での評価・指摘事項と対応

環境対応委員会活動計画に反映、2023年度サーキュラーエコノミー活動を立げ
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１．自動車部品工業会の概要

業界の主な事業：自動車関係部品の製造
エンジン搭載部品、電気電装部品、駆動･伝導部品、
内外装部品 等

※ 市場規模：工業統計調査 (2022年確報)
※ 参加企業数：2023年11月時点
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２．「カーボンニュートラル行動計画」概要

CO2排出量

目標項目 基準年 目標年 目標値

2013年度比
46％以上の
削減を目指す

2013年度 2030年度

2023年度に「2050年度に向けた長期目標」を新たに設定

対象：国内事業場のエネルギー起源排出量（Scope1､2）
（国のエネルギー政策等の変更があった場合には見直す。）

【 2030 】

（将来像・目指す姿）

●政府が掲げる「2050年カーボンニュートラル(CN)」達成を目指し、

自動車業界の一員として全力でチャレンジする

【 2050】
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2022年度は生産活動量が回復したが、省エネ努力や再エネ導入により対前年度比で横ばい。

出荷額あたりの排出量原単位は、 7.8% 減少。

３．2022年度の取組実績

第9次環境自主行動計画 改定版（2022年4月）で目標を定め削減活動を推進

（１）2022年度実績（フェーズⅡ）
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電力換算係数は変動係数（調整後排出係数）
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▲46%以上の
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省エネ対策事例（対策別内訳）

≪優良事例の集約≫
・会員企業の実施事例を毎年収集 ＜ １０２件 ＞
⇒温暖化防止分科会で水平展開可能・低コスト事例を選定
検索のしやすさへの配慮：工程・分野別・エネルギー種類・

投資額等での並べ替え可能
≪着実な展開≫
・部工会ホームページに掲載（毎年更新）
※22年度より事例情報の共有範囲を会員企業以外（取引先）へ拡大
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52件

13件

37件

省エネ設備の導入
熱回収など
日常改善・運転管理など

102件

2023年度　省エネ対策事例集リスト 2023年12月11日　時点

103

No. テーマ名 大分類 F-IOT(見える化等) 機器・設備 部工会事例  7区分 主要工程11区分 管理標準項目11区分 中日本区分 対策費用 （千円）

1 めっきライン　工水排水量の削減 01：生産 02：その他 03：めっき装置 03：生産工程・工法 03：めっき工程 99：その他 01：自然環境保護への取り組み90千円

2 水処理装置の開発 05：その他 02：その他 22：その他（上記以外） 03：生産工程・工法 11：その他(構内専用重機、上記以外)99：その他 01：自然環境保護への取り組み-

3 緑のノーネットロス達成に向けた里山整備の拡大 04：ＣＳＲ（社会貢献環境事項）― ― ― ― ― 01：自然環境保護への取り組み－

4 エアーブロ―の高効率化 01：生産 02：その他 04：表面処理装置 （洗浄、脱脂）04：省エネ設備導入（生産・照明）05：塗装・乾燥工程 選択してください▼03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）600千円

5 エアーブロー間欠化によるCO2排出量削減 01：生産 02：その他 07：プレス機 02：設備運転管理 08：製品製造工程(プレス、組立、艤装)99：その他 03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）135千円

6 真空ポンプの間欠運転化によるCO2低減改善 01：生産 02：その他 08：組み付け機 02：設備運転管理 08：製品製造工程(プレス、組立、艤装)99：その他 03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）25千円

7 樹脂乾燥機のホッパ断熱カバー取付 01：生産 02：その他 05：塗装・乾燥 装置 06：熱源・燃料変更・熱回収 06：プラスチック成形機51：放射伝熱の 熱損失防止03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）70千円

8 コンプレッサー運転台数管理による省エネ 01：生産 01：F-IOT活用(エネルギー見える化等)10：空気圧縮機 02：設備運転管理 07：----- 99：その他 03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）0千円

9 製品冷却における電動ファン置き換えによるエアレス化 01：生産 02：その他 08：組み付け機 04：省エネ設備導入（生産・照明）08：製品製造工程(プレス、組立、艤装)99：その他 03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）340千円

10 大型シーリングファン設置による快適性向上 02：建物 02：その他 17：換気設備 05：省エネ設備導入（建物・付帯）07：----- 99：その他 03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）30000000

11 定速型コンプレッサーのインバータ化による制御電力低減 02：建物 02：その他 10：空気圧縮機 05：省エネ設備導入（建物・付帯）10：動力供給（ユーティリティー）51：放射伝熱の 熱損失防止03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）2,500千円

12 増圧弁からブースターコンプレッサーに変更による省エネ 01：生産 02：その他 10：空気圧縮機 06：熱源・燃料変更・熱回収 10：動力供給（ユーティリティー）99：その他 03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）181.8

13 リターン材搬送コンベア運転時間削減による省エネ 01：生産 01：F-IOT活用(エネルギー見える化等)22：その他（上記以外） 02：設備運転管理 11：その他(構内専用重機、上記以外)99：その他 03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）86千円

14 押出機遮熱シート貼付け 01：生産 02：その他 02：加熱装置 03：生産工程・工法 02：材料加熱工程(加熱炉、焼戻炉、熱処理炉、焼入設備等)51：放射伝熱の 熱損失防止03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）101.7千円

15 ブース内温湿度条件変更による過剰冷却の見直し 01：生産 02：その他 05：塗装・乾燥 装置 02：設備運転管理 05：塗装・乾燥工程 22：空調給湯設備03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）０円

16 金型加工の面粗度の適正化で加工時間短縮による電力削減 01：生産 02：その他 09：金属加工機等 03：生産工程・工法 09：金属加工工程(加工機、旋盤、研削機等)選択してください▼03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）ー

17 廃熱回収型省エネバーナーによるCO2低減 01：生産 02：その他 02：加熱装置 06：熱源・燃料変更・熱回収 11：その他(構内専用重機、上記以外)10：燃焼の合理化03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）8000千円

18 B1,C1フランジの親子取りによる加工電力低減による、CO2の低減 01：生産 01：F-IOT活用(エネルギー見える化等)09：金属加工機等 03：生産工程・工法 08：製品製造工程(プレス、組立、艤装)99：その他 03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）-

19 解析を利用した試作プロセスによる型製作の削減 05：その他 02：その他 09：金属加工機等 02：設備運転管理 11：その他(構内専用重機、上記以外)99：その他 03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）-

20 パルスプロ―設置による、エアー使用量の低減 01：生産 02：その他 09：金属加工機等 02：設備運転管理 09：金属加工工程(加工機、旋盤、研削機等)99：その他 03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）-

21 供給シュートのからくり改善 01：生産 02：その他 22：その他（上記以外） 03：生産工程・工法 11：その他(構内専用重機、上記以外)99：その他 03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）50千円

22 炉体断熱による放熱低減 01：生産 01：F-IOT活用(エネルギー見える化等)01：炉 04：省エネ設備導入（生産・照明）02：材料加熱工程(加熱炉、焼戻炉、熱処理炉、焼入設備等)51：放射伝熱の 熱損失防止03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）2,528千円

23 オレフィン発泡機の金型断熱 01：生産 02：その他 07：プレス機 06：熱源・燃料変更・熱回収 08：製品製造工程(プレス、組立、艤装)51：放射伝熱の熱損失防止03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）5384千円

24 コンプレッサーの見える化＆PLC制御 01：生産 01：F-IOT活用(エネルギー見える化等)10：空気圧縮機 02：設備運転管理 10：動力供給（ユーティリティー）99：その他 03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）1,500千円

25 エア漏れロス削減 01：生産 02：その他 10：空気圧縮機 02：設備運転管理 08：製品製造工程(プレス、組立、艤装)99：その他 03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）0

26 地下水を利用した冷却ユニットの導入 01：生産 02：その他 12：空調熱源 （冷温水機、チラー)04：省エネ設備導入（生産・照明）07：----- 99：その他 03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）―――

27 地下水を利用した冷房設備の導入 02：建物 02：その他 12：空調熱源 （冷温水機、チラー)04：省エネ設備導入（生産・照明）07：----- 99：その他 03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）0

28 塗装工程　冬季の排熱回収利用 01：生産 02：その他 05：塗装・乾燥 装置 06：熱源・燃料変更・熱回収 05：塗装・乾燥工程 30：廃熱回収利用03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）20千円

29 清掃用エアーのブロワー化による消費電力低減 01：生産 02：その他 06：成形機 02：設備運転管理 10：動力供給（ユーティリティー）99：その他 03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）485千円

30 赤外線溶着機の導入 01：生産 02：その他 02：加熱装置 04：省エネ設備導入（生産・照明）01：電気加熱工程(溶解炉、高周波焼入装置等)21：加熱設備など03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）―

31 エア漏れ修繕活動 01：生産 02：その他 10：空気圧縮機 02：設備運転管理 07：----- 99：その他 03：地球温暖化防止（省エネ，ＣＯ2削減）718千円

（２）省エネ優秀事例の集約と展開



7/3

（３）会員企業に向けたCN活動支援

項 目 内 容 時 期

省エネ事例展開 101事例
（昨年102事例）

⇒事例の勉強会実施

2024年3月公開予定
・省エネ事例勉強会

カーボンニュートラル
アクションリスト

全体で約130ページ 2023年3月公開

アクションリスト勉強会 3回 開催
累計 642名参加

2023年10月～12月
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（４）ｰ①主な省エネ実施事例

テーマ名 真空ポンプの間欠運転化によるCO2低減改善

概要
組付設備の流量検査工程で使用している真空ポンプを、
常時運転から検査時のみの運転に制御回路を変更し消費電力を低減。

取組み
内容

1.41
0.83

0

1

2

従来 改善

平
均

電
力

1サイクル平均電力量比較

【改善概要】

従来

改
善

従来：製品着脱・クランプ動作など、検査以外でも常に運転
改善：流量検査中以外は停止するように制御

【機器構成】 【改善結果】

【低減効果】

斜線部：改善により低減された電力

▲0.58kWh
(41%低減)

kWh
・エネ種類：

電気
・CO2削減効果：

1.3ｔ-CO2/年
・効果金額：

25千円/年

トメル
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テーマ名 からくりを使用した製品搬送時の電力削減

概要
プレス機の動力(上下運動)を利用し電力不要で製品搬送コンベアを動かすこと
にした

取組み
内容

・エネ種類：
電力

・CO2削減効果：
22ｔ-CO2/年

・効果金額：
ー

（４）ｰ②主な省エネ実施事例

金型に取り付けたユニットがプレス
作動時に押され、コンベアに取り付
けたギアを回転させコンベアを1サイ
クル動かす

【改善前】

【改善後】

モーターを使用し搬送コンベアを動かしていた

カエル
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テーマ名 コンプレッサーの見える化＆PLC制御

概要
コンプレッサーの圧力、温度、流量計測器を取り付け見える化した。
コンプレッサーをPLCで制御し、休憩時間の自動停止、切り忘れの防止などを実施
した。

取組み
内容

（４）ｰ③主な省エネ実施事例

・エネ種類：
電力

・CO2削減効果：
24ｔ-CO2/年

・効果金額：
1,500千円

トメル
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テーマ名 塗装工程 冬季の排熱回収利用

概要 常時工場外へ放出している乾燥炉の熱（排熱）を有効活用する

取組み
内容

（４）主な省エネ実施事例

・エネ種類：
重油

・CO2削減効果：
81ｔ-CO2/年

・効果金額：
20千円

塗装工程を作製するにあたり、エアーハンドリングユニット(エアハン)がない工場へ設置となるため、冬場の
低温状態でも生産可能な工程が必要 ⇒ エアハンレス仕様の塗装工程をつくる
※塗装生産可能温度条件：13℃(速乾シンナー下限温度)～40℃(遅乾シンナー上限温度)

乾燥炉

塗装ブースへ

ダンパーで
経路切り替え夏期 冬期

工場外へ

（着目点）
・乾燥炉の熱を今まではダクトを使用し、常時
工場外へ排出していた
⇒ 排熱を有効活用する

【改善前】
ブース内温度 9～12℃(塗装可能条件外)
【改善後】
ブース内温度 14～17℃(塗装可能条件内)
ブース内温度が約5℃上昇
エアハンレス塗装可能条件内対応可能

塗装ブース

ヒロウ
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テーマ名 製品冷却における電動ファン置き換えによるエアレス化

概要
工場エアを使用し製品を冷却していたが、エアレスの観点から電動ファンに切り替
え、CO2低減を図る

取組み
内容

（４）主な省エネ実施事例

・エネ種類：
電力（エア）

・CO2削減効果：
93ｔ-CO2/年

・効果金額：
340千円

【着眼点】
工場エアーでエアブローの風速・風圧を測定し、加工点で同様の条件が出せる電動ファンに変更

〔改善前〕工場エアーの使用量が多く、CO2排出量が多い

カエル
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（５）再生可能エネルギーの普及状況

0
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'13 年度から太陽光を中心に再生可能エネルギー大幅増加
 会員各社がカーボンニュートラル推進に向け、着実に再エネを推進中｡
 建屋新設時の導入やグリーン電力購入も視野に入れながら拡大を検討中｡

発電容量（kW）

年度

累計 51,243kW

単年

発電量とCO2削減量
発電量： 39,730MWh/22年度
CO2削減量：39,730MWh×0.436t-CO2/MWh

≒ 17,322t-CO2 削減/22年度

◆’18年～22年は増加傾向
（再エネ設備の導入を検討する会社が
増加．一部の会社では1000kW超の
太陽光設置もあり、再エネが急増）

◆自家消費87％、FIT（売電）13％
◆一部の会社でグリーン電力の購入あり
（全発電量の0.2％相当）
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テーマ名 食品リサイクルの拡充によるバイオガス発電の取り組み

概要
残菜をエネルギー化(バイオガス）し、地域と密着した廃棄物低減と省エネルギー化
を実施

取組み
内容

（６）再生エネルギー活用事例

'19年度より、食品の残食の低減活動を進めていますが野菜の皮など、どうしても残る食品廃棄物を無駄にしないよう、トヨタ紡織主導
で地域と連携して残菜をエネルギー転換するプロジェクトを発足し、地域全体の廃棄物の低減と、残菜の有効利用を実施しました。残
菜をバイオガス発電の原料とし、1日当たり約200kgを設備に投入し、発生したメタンガスから約18kWhの電気を創出し、工場で24
時間稼働する浄化槽用の水処理装置のエネルギーとして利用しています。

進め方

トヨタ自動車㈱田原工
場様と田原市様と
協同し地域全体の廃棄
物低減に取り組む

取り組みのポイント

①一般廃棄物は、市をまたぐ移動は

できない（粘り強く行政と交渉）

⇒「燃料」として売買契約する事で移動可能

②設備スペースの低減

発電機の小型化や設備を一部省略
リサイクル図

14/24



15/3

４．低炭素/脱炭素製品・サービス等による他部門の貢献

① 部品の軽量化・省電力化
（部品・材料の削減・置換、部品点数削減、ﾓｼﾞｭｰﾙ化）

② 高機能化（省電力・ｴﾝｼﾞﾝ効率・伝達効率の向上）

③ 運転支援（ITS、カーナビ） 等

自動車は80％以上が部品調達で
構成されており、
部品メーカー等の技術開発により、
燃費向上(CO2削減)に貢献 

取り組み状況概 要

部工会での活動
材料構成から、「材料・部品/製品製造段階」、「使用段階」のLCI値(環境負荷量)を
簡易的に算出するツールを開発し、会員各社に普及促進を実施。
⇒会員各社がLCAを効率的に行い、削減貢献度評価や環境製品設計に繋げる

製品製造 使 用
廃棄/ﾘｻｲｸﾙ

材料製造
物 流資源採掘

input：ｴﾈﾙｷﾞｰ・原材料 input：ｴﾈﾙｷﾞｰ・燃料

output：CO2、NOｘ、SOｘ・・・、その他排出物質

環境負荷算出ツール
製造段階 使用段階

環境負荷量算出

部品製造
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（１）環境負荷算出ツールの活用

会員各社は算出ツールを用いて、システム製品のCO2削減貢献量を見える化する
ことで、「各社の削減貢献度」を評価できるように業界でガイドライン化を実施中

LCAフォーラムGHG削減貢献度研究会にて稲葉先生、
醍醐先生よりご指導頂きながら、ガイドラインを検討
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（２）継続的なLCA活用

環境方針

経営層による見直し 計画
•LCAによる新規企画
製品における著しい
環境側面の特定
•目標設定

実施及び運用
•目標達成に向けた製
品の環境配慮設計
•LCAによる環境配慮
度合い確認
•・・・

点検及び是正措置
•LCAによる環境配慮
度合い評価
•当該製品への是正措置
•次世代モデルへの反映
•・・・

＜従来からの活用＞
・各社製品の環境負荷量を見える化
・設計者モチベーションUP
・継続的な環境改善

P

D

C

A

1.業界連携
LCAの目的に応じ、各社が簡単に
算出できるよう、算出ガイドと算出
ツールを改定中
（自工会✕部工会連携を実施）

2.削減貢献度新ガイド策定
自社部品の削減量を定量把握し、
削減貢献度として社外にPRできる
ように検討中
（23年度中に完成予定）

３.新たな課題への対応
CNだけでなくリサクル関連の評価や
輸送や廃棄段階のバウンダリー拡
大への対応(次年度実施予定）

＜昨今の活用＞
・OEMからの見える化要求対応(CFP等)
・GHG削減貢献度の社外PR
・CE/CN等の欧州規制への対応
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（３）低炭素社会に貢献する、製品、サービス

低炭素製品・サービス等 削減実績（2022年度） 削減見込量（2030年度）

1
BEV向けイーアクスル 6千（ｔ-CO2/年）

削減見込み
算定中

2

軽量フレームシート 96千（ｔ-CO2/年）
削減見込み
算定中

3

ケナフを使用した内装品 20千（ｔ-CO2/年）
削減見込み
算定中

・内燃機関車に対して使用時のCO2排出量が低減可能
・ｲｰｱｸｽﾙ自体も高効率化･小型化を追求し、従来ﾓﾃﾞﾙより材料と生産CO2排出量は低減

・超高張力鋼板や薄板接合技術の採用拡大により、従来の主力フレーム比約２２％の軽量化
・自動車の軽量化と燃費向上に貢献、使用材料の削減による環境負荷の低減にも貢献

・ケナフを使用したドアトリム等の自動車内装部品は植物資源活用と軽量化により、従来のPP樹
脂製品に対して製造から廃棄後のシュレッダーダスト焼却までのライフサイクルでCO2排出量を
約34%低減
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５．海外での削減貢献

日本の省エネ事例マップをベースに効果・投資の大小で再編・英訳し会員企業に展開
⇒会員企業が各社の実情に合わせ海外法人への技術展開に活用。

（抜粋） 省エネ事例集（英語版）

（１）省エネ事例マップの編集

Best practices for  energy  saving
<Concept>
Best practice that could bring in the effects for
prevention of global warming and monetary
saving with less energy usage by electricity
saving and material saving are selected.

19/24



20/3

海外での展開事例 概要 削減実績（2022年度）

国内省エネ技術拡大
・アイテムとマネジメント状態をみえる化、現地
指導と自主監査を通じて導入拡大

94千(t-CO2/年)

再生エネルギー導入 ・オンサイト太陽光発電の積極導入 20千 (t-CO2/年)

廃熱回収 ・コンプレッサ廃熱をヒートポンプで熱回収 0.7千 (t-CO2/年)

・グローバル温暖化防止目標の達成
・建屋新増築時、設備更新時での環境施策導入
・省エネルギー、省コストの推進

省エネ技術の導入支援

日本：親会社海外：子会社 技術支援
（事例、人材）

グローバル目標
達成に貢献

・省エネ改善
（設備、管理）
・省エネプロ
（ロス発掘）
・ESCO活動の
グローバル展開

・現場点検
・改善指導
・省エネ人材育成

（２）海外企業への省エネ技術移転

代表会社の取組み事例
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６．革新的な技術開発・導入

革新的技術・サービス 内 容 削減見込量

1
CO2排出量半減
生産ライン

原料にこれまでと異なる油脂を使うことに
よる低温成形や、工程の順序を入れ替える
ことによる焼き付け処理廃止等により実現

250（ｔ-CO2/年）

2
ペロブスカイト
太陽電池 ＊1

・シリコン並みの変換効率が目指せる低環
境負荷(製造時エネルギー小)で軽量な太陽
電池
・シート状に成形すれば曲げることも可能。
耐荷重の低い屋根や壁への設置が可能

削減見込み
算定中

3 CO2固定化 ＊2

・産業副産物(廃コン･スラグ)から抽出し
たCaに、工場排ガス等のCO2をCaCO3と
して固定化する技術。
・生成したCaCO3をコンクリート等で利
用することでカーボンリサイクルを実現。
・Caの抽出にアミノ酸水溶液を使用する
ことが独自技術。単位溶液量当たりのCa
抽出量が他方式よりも多い。

削減見込み
算定中
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溶解炉
排ガス

（CO2含有）
特殊溶液処理

炭酸カルシウム

自社
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７．その他の取組

（１）カーボンニュートラル推進体制

全ての会員企業を支える相互連携体制を構築、取りこぼしをさせない活動
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（２）全ての会員企業を支える困りごと解決活動

７．その他の取組 23/24
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（３）サーキュラーエコノミーへの新たな活動を開始

７．その他の取組

会員企業に向けた啓発活動から、ELV規則に対する協調課題の解決活動へ

2023年9月21日JAPIAケミマネ2023 2023年12月6日CEタスクフォース活動
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